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は じめに

本稿 の目的 は,現 代 ロシアのマス メデ ィアではいかなる対外 イメー ジが形成 され

ているか を検討する ことである。その際,第 二 次チェチ ェン戦争の主体 とされるチ

ェチ ェン人 に対 する偏見 を中心 に考察す る。 ここではロシアのマスメデ ィアにお け

る憎悪表現1)に 関す る研 究報告書 を用 い,2001年 か ら2005年 までの期 間を対象 と

す る。以下,グ ローカ リゼーシ ョン,ロ シア ・ナシ ョナ リズムの台頭,イ メージ ・

ス テ レオタイプ ・偏見,マ ス メデ ィアのチェチェ ン ・イメー ジ,米 国同時多発 テロ

事件(2001年),モ ス ク ワ劇場 占拠 事件(2002年),ロ シア連邦 下 院選挙(2003年),

北 オセチ ア学校 占拠事件(2004年),北 オセチ ア事件1年 後(2005年)の9つ の項 目

について順に論 じてい きたい。

1.グ ロ ー カ リゼ ー シ ョ ン

21世 紀 を迎えた今,グ ローバ リゼーシ ョンの大波が世界中を巻 き込み,人 類史

上未曾有の大転換期を迎えていることは幾多の識者が指摘するところである。武者

小路公秀は,今 日のグローバル化時代が3つ の意味で近代西欧文明が危機にさらさ

れる時代であると主張する。第1に,近 代西欧文明に由来する 「普遍的」価値が押

し付けられることにより,こ れに対する積極的 ・消極的な反発 としてローカルな反

西欧の原理主義的な抵抗が生まれ,さ まざまな文化の間で衝突が引き起こされてい

る。第2に,新 自由主義 ・グローバル経済は商品化文明を作 り出した。天然資源の

商品化は生態系を脅威にさらし,人 間の商品化は人心を荒廃 させている。第3に,

グローバルな危機的状況を政治的 ・軍事的に表現する反テロ戦争では,米 国内で潜

在的なテロリス トとしてイスラム諸国出身者を監視下に置いている。イスラム文明

は反テロ戦争において,近 代西欧文明の潜在的な敵となっている2>。

近年 「グローカリゼーション」 という概念が提起されてきている3)。中野毅によ

れば 「グローバ リゼーションは,他 方で世界の多様性を進展させ,国 民的,ま た

は民族的,地 域的な固有性の再構成 と再主張を伴って進展するがゆえに,グ ローバ
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ルなローカル化(Globallocalization),グ ローカ リゼーシ ョンとなる」4)。この グロー

カ リゼ ーシ ョンは自分 自身や所属す る集団 を相対化 して眺め,そ れ らについて問い

直す契機 となる。 グローバ リゼーシ ョンはロー カルな 自分や 自分の環境 について考

え直す こ とを提起 してい く過程 で もあ る。それゆえ 「ローカ リゼー シ ョンは,グ ロ

ーバ リゼー シ ョンの反動 や反 グローバ ル化の動 きではな く,グ ローバ リゼー シ ョン

の進展 に伴 って必然的に出て くるプロセス」5)と捉 えるこ とがで きる。

神川正彦 によれば,グ ローカ リゼー シ ョンを比較文 明の視点で捉 えるな らば,西

欧文明が中心文明にせ り上が った19世 紀的文明状況が,「 脱 中心化」す ることに よ

って変容 しつつ ある と解 す る ことがで きる。19世 紀 近代 において,西 欧文明が 中

心文明 にせ り上がる ことに よって,す べての非西 欧文 明は周辺文明 と して位置づ け

られるこ ととなった。その後一世紀以上の時が経過す るなか で中心文明 としてのあ

り方が周辺へ と流 入 し,西 欧文明の さまざまな文化要素が世界 に拡散 した。そのこ

とに よって 申心文明はその中心性 を拡散 しつつ衰弱化 し,か えって脱中心化せ ざる

を得 ない。その反作用 として周辺文明 はその周辺性 を変容 しつつ 自立化 しつつ ある

と考 え られ る。それ は非西欧文明の 「脱周辺化」 の過程 を意味 している6)。 要す る

に,19世 紀 近代 に中心文 明 にの し上が った西欧文 明は決 して唯一 の普 遍文明で は

ない。 今 日の世界 で は 「〈中心 文明〉 として の ヨー ロ ッパ文 明の 〈脱 中心 化〉 と,

したが って同時に 〈周 辺文明〉 としての非 ヨーロ ッパ 文明の 〈脱周辺化〉」が進行

していると神 川は主張す る7)。

2.ロ シア ・ナ シ ョナ リズ ム の 台 頭

ペ レス トロイ カか らソ連消滅 に至 る一連の出来事 は,世 界的 なグ ローカ リゼーシ

ョンの流れの中 に位置づ けるこ とがで きるであろ う。 ソ連消滅 をめ ぐる国内外 の劇

的 な変動 によ り,ロ シアは再 び世界史の舞台に登場 した。帝政時代 におけるロシア

の統合原理 は 「専制 ・正教 ・民族性 」であ り8),ソ 連 時代 にその原理 は 「共産党一

党独 裁 ・共産主義 イデオロギー ・ソビエ ト人」 に置 き換 わった。 ソ連消滅 の後 に残

された ロシアでは,政 治 的 ・経済的 ・社 会的混乱 とともに精神 の空 白状態 が生 まれ

てい る。国家統合 の原理 について ロシアはまだ解 を見 出 してお らず,ロ シァお よび

ロシア人は深刻 なアイデ ンティ ・クライ シスの状態 にあ る。新生ロ シアのグローカ

リゼー シ ョンとは,ロ シア文明が西欧文明か ら自立す る過程 を意味 している。 ソ連

の消滅 を経験 した この地域 で は,さ まざまなアイデ ンテ ィテ ィが激 し く揺れ動 き,

再編成 されて きた9)。 その中で,ロ シアでは文 明 としての自覚が高 ま り,比 較文明

研 究 も進展 している。 こう した研 究はロシアにお けるグロー カリゼーシ ョンの進行

を裏づけている と解す ることがで きるlo)。

ロシアにおけるグロー カリゼー シ ョンは,ナ シ ョナリズム と宗教 の復興 を促 して

い る。 こうした潮流の メインス トリー ムに位置す るロシア ・ナ シ ョナ リズム11)を,

ここで は暫定 的に表2-1の ように区分 したい。 まず,世 俗 的ナ シ ョナ リズ ムにお

ける国家 主義 の過激派 に位置づけ られるのが,ド ゥーギ ン,ジ リノフスキー とい っ
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た人物 であ り,ネ オ ・ユ ー ラシア主義 な どの思想 であ り,『 ザ フ トラ』 な どの新 聞

であ る。穏 健派 にはプーチ ン首相,巨 大与党 「統一 ロシア⊥ 軍 ・旧KGB・ 治安組

織 などが該当する。世俗 的ナシ ョナ リズム における民族主義の過激派 として,第 一

次チ ェチェ ン戦 争,極 右 団体 「ロシア民族統一」,ネ オナチ,ス キ ンヘ ッ ドな どが

挙げ られ る。穏健派 には レベ ジや ロシア文化 論な どが該 当す る。宗教 的ナシ ョナ リ

ズ ムにおける国家主義 の担 い手 と して,ロ シア正教会 のイオア ン府主教 や新 聞 『正

教 ルーシ』 が過激 派 を代 表 し,総 主教 の地位 やロシア文明論が穏健派 を代表す る。

宗教的ナ シ ョナ リズムにお ける民族主義では,極 右 団体 「パー ミャチ」やイスラム

嫌い ・反ユ ダヤ主義 といった風潮が過激派 を代表 し,作 家 ソルジェニー ツィンやロ

シァ正教会のア レクシー二世総主教 らが穏健 派に位置づ け られ よう。

3.イ メ ー ジ ・ス テ レ オ タ イ プ ・偏 見

イメー ジとは,人 間が さまざまな社 会での出来事 の中で現実 にあ り得 ると信 じて

いる観念であ り,頭 に描 いてい る人や物 に対 する像 である。 この イメー ジは,あ る

人の アイデ ンテ ィテ ィと深 く関わ る精神 領域 の重要 な一部で ある。社 会におけるア

イデ ンテ ィテ ィは,そ れが フィル ター とな って外 の世界 に対す る主観的な像 を結 び

が ちであ る。 しか もそ の像 は,そ の国や民族 の利 害が か らむ ほ どに,不 遜 ・身勝

手 ・侮辱的 ・一面的な ものにな りやす い12)。国際 関係 において は,国 家や民族 は さ

まざまなナ シ ョナ リズムに よって統合 されてい る。この事実 は,ど の集団 も程 度の

差 はあるにして も他 の集 団を 「よそ者」 とみな し,排 他 的にな りが ちである とい う

こ とを意味す る13)。イメー ジ ・ステ レオ タイプ ・偏見 は家庭や学校での教育,マ ス

メディアなどに よって意識 的,無 意識的 に学習 される。 ある集 団や社会 は全 ての成

員 を均質化 しようとす るか ら,そ の集団や社 会の文化全体 に,特 有の イメー ジ,ス

テ レオタイプ ・偏見 が組 み込 まれ ることになる14)。

ステ レオ タイプ とは,「 特定の社会や集 団の構 成員の間で,ひ ろ く受容 されてい

る,集 団や制 度な どにつ いての単純化 された固定的 ・画一 的な観念 や イメー ジ」15)

のこ とであ る。ステ レオ タイプは集団 に対す る特徴 づけその ものであ り,主 として

観察 の次元 にと どまる。 また,事 実に符号す る もの,肯 定 的な もの も含 まれる16)。

偏見 とは,「 相 手があ る社 会 ・文化 に属 している とい う理由だ けで その集 団の嫌 な

性質 を もってい ると一般化 され,嫌 悪 ・敵意あ る態度の対象 とされて しまうといっ

た不 当なカテ ゴリー化」17)である。偏見 は集 団に対 する態 度 を含 み,行 動 の次元に

まで及ぶ。 また,事 実に反する否定的 なイメー ジである18)。

偏見 には次の ような社会 的機能が指摘 されてい る。1つ に功利 的機能であ り,人

が他者 に対 して偏 見 を持 つ ことで自 らの所属す る集団で称賛 ・奨励 される。2つ に

自己防御的機能であ り,他 者 に偏見 を抱 くこ とで 自らに とって不快 な現実か ら目を

背 けさせて くれ る。3つ に価値表 出機能で あ り,自 分たちが信奉 しているあ る価値

観 を表現 したいがために,他 者 に偏見 を持つ。4つ に知識 ・認知機能 であ り,自 分

の世界 を最 も適切 に構 築するために他者 に対 して偏見 を持つ とい うものであ る19)。
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偏見が行動 として表現される形式は,そ の強弱の違いにもとついて次の5種 類 に

分類 される。1つ に偏見 を口にする 「誹誘」であ り,こ れは最 も程度の弱い形であ

る。2つ に 「回避」であ り,偏 見の対象 となる集団の成員 とは接触 しない態度であ

る。3つ に 「差別」であ り,居 住地や政治的権利などから偏見対象集団の成員を排

除しようとする。4つ に 「身体的攻撃」で,感 情的な興奮状態の下で,あ る集団が

半ば暴力的にその地域から排除される場合である。5つ に 「絶滅」で,リ ンチ ・虐

殺 ・大量殺繊が実行される20)。一般に社会の混乱は偏見を生みやすい。こうした状

況では敵意 ・不満 ・恐怖心などが強まり,よ り弱い集団に対 して自己防衛を図ろう

とするか らである。災害 ・戦争などの時にそれはより顕著に現れ,異 教徒や少数民

族に対 して普段では想像できないような残虐な行為がなされることもある。さらに

政治指導者の煽動や世論操作によって国家的規模の偏見が生 まれることもある21)。

4.マ ス メ デ ィ ア の チ ェ チ ェ ン ・イ メ ー ジ

2001年 の 「9・11」 事件,2002年 の モスク ワ劇場 占拠事件 以降,ロ シアのマス

メデ ィア規制は強化 される とともに通常化 した。今 日,全 ての テレビ局 と主要な新

聞は政府 の統 制化 に置かれ ている。新生 ロシアではテ レビ放送 は一挙 に拡大 した。

全国 ネッ トのテ レビ局は政治 的影響力が大 きい22)。新 聞は3つ の グループに分 け ら

れ る。第1の グループは大 部数 大衆路線 プーチ ン支持 の新 聞であ り23),第2の

グルー プは小 部数 エ リー ト路線 政府批判の新 聞であ り24),第3の グループは中

位の部数,低 俗路線 政治的関心の ない タブロイ ド新 聞である。 ロシアのメデ ィア

を今 後大 き く変 え る可 能性 を秘 め て い るのが イ ンター ネ ッ ト系 のニ ュー スで あ

る25)。その利用人口 は数百万 の単位 であるが,今 後 拡大 する と見 られている26)。

ロシア人ジ ャーナ リス トの アン ドレイ ・バ ビーツキーによれ ば,ロ シアの一般市

民は政府 か ら流 れて くるプロパ ガンダのなかに どっぷ り漬か っている。 普通 の人 び

とはチ ェチ ェ ン人 に対 し,「 チ ェチ ェ ン人 は遺伝 的に犯罪 者 にな る傾 向が ある⊥

「テ ロ リス ト又 はギ ャング」 とい うイ メー ジを持 っている。 こうしたイメー ジはチ

ェチ ェン戦争前 か ら,マ ス メデ ィアか ら執拗 に流 され て きてい る。ロシアのマス メ

デ ィアにおけるチェチ ェン人イメー ジは悪魔化 されて きてお り27),実 際チ ェチ ェ ン

人に関するいかなる報道 も憎 悪表現 に満 ちている と言 われ る。バ ビーッキーは2年

間チ ェチ ェ ンで暮 らしてお り,「 チェチ ェン人 は非常 に勤勉 な民族 で,土 地 を しっ

か り耕 し,家 畜 を愛 して育て,子 どもたちに も愛情 を注いで育て,朝 か ら晩 まで一

生懸命働 く人 び と」 であ り,「 ロシアのほかの地域 に住 む平均 的なロシア人 となん

ら変 わるこ とのない人び と」だ と述べ る。 それ にもかかわ らず,チ ェチ ェ ン人 に対

する偏見が あるの は,「 権力 に よるメディア規制,情 報統制」 の結果で もあ る28)。

チェチェ ン嫌い はイス ラム嫌 いに変化 してきてい る。ロ シアの一部 ジャーナ リス

トと政 治家 は,チ ェチ ェン戦争 をハ ンチ ン トンによる 「文明の衝突」 と解釈 する。

これは 「"イエス ・キ リス トの正教戦士"と"侵 略的 なイス ラム狂信者 ・分離 主義

者"に 対す る戦争」 なのだ。普通 のロ シア市民 の 目には,イ ス ラムのイ メー ジは
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「邪悪 なチ ェチ ェ ン」 と重 なる。 ロ シア政治エ リー トの中には外 国のイス ラム原理

主義者がチ ェチ ェ ンを牛 耳ってい る と見 る人 もいる29)。多 くのロシア人に とって,

ひげ を生や してカラシニ コフ自動小銃 を手 に緑色の鉢巻 をした男 はチェチ ェン分離

主義のシ ンボルであ り,チ ェチェ ンのス テ レオタイプで もある。今 日の ロシアでは

テロ リズム という言葉 にはイスラム という形容詞が付 いて回る ようになった30)。

5.米 国同時多発 テロ事件(2001年)

「9・11」 以 降,ロ シアで はイス ラム嫌 いが さらに顕著 となってい く。 ロ シア政

府 の見解 では,イ ス ラム ・テロ リズム とチ ェチ ェン分離 主義が結 び付 け られ ようと

した。 モス ク ワ市民 も,「9・11」 の首謀 者 はイス ラム過 激主 義者 と認識 してい

る31)。「9・11」 はロシアに とって,イ ス ラム過激主義勢力 による国際 テロの脅威

へ の対処が必要であ り,チ ェチェ ン共和 国におけ るロシアの軍事行動が あ くまで も

国際テロのネッ トワー クへ の対策 であるとの年来の主張を欧米諸 国に理解 させ る絶

好 の機会であ った。プーチ ン大統領 は事件の当 日か ら際だった対米協調姿勢 を示 し

た。彼 は事件 の直後 にテ レビ演説 を行 い,「 我 々 はあ なた方 と共 にある。我 々はあ

なた方 と痛み を心か ら共 にす る。我 々はあなた方 を支持す る」 とアメ リカ国民 に呼

びかけた。 プーチ ンは各 国首脳 の中で もい ち早 くブ ッシュ大統領 に電話 し,米 国支

持 を打 ち出 してい る。9月24日,プ ーチ ンはテ レビ演 説で,ロ シアが米 国の対 テ

ロ戦争 を支援す ることを宣言 した32)。モス クワ市 の世論 も,プ ーチ ンの この路線 を

どち らか とい えば支持 している33)。

「9・11」 事件 の後,ロ シアのマス メデ ィアにおけ る憎 悪表現の対象 を分析 した

のが表5-1で ある34)。この時期 には 「9・11」 事件 とその後の 「反 テロ戦争」 の

性格 を反映 して,カ フカス諸民族 ユ ダヤ人,イ ス ラム教徒 アメリカ人 に対 する

憎悪報 道が 目立 っている。 チ ェチ ェン人 は38件 で第8位,全 体 の4.91%を 占めて

いる。

表5-2は,こ の調査 で観察 され たチ ェチェ ン人に対 す る憎悪表現 の内容 を示 し

ている。その中で,憎 悪表現 の程度 と して は軽 度の 「民族 ・宗教集団の否定的イメ

ージを創 出す ること」 と,中 度 の 「いずれかの民族 ・宗教集 団の犯罪性 について主

張す る こと」が多数 を占めている。重 度の憎悪 表現 は11件(140件)で その占める

割 合 は15%(11%),中 度 は35件(532件)で47%(42%),軽 度 は28件(591件)

で38%(47%)と なってい る。チ ェチ ェン人 に対 す る憎悪表現 は,重 度 と中度が全

体 より高い数値 を示 し,軽 度が全体平均 よ り低 い もの となっている。

6.モ ス クワ劇 場 占拠 事件(2002年)

2002年10月23日 夜,モ ス クワ南東 の劇場 に多数 の武装 集団が突如侵入 し,860

人 ほ どの人質 を取 って立 て こもった。 この武装 集団はモブサ ル ・バ ラエ フ野戦 司令

官 が率 いるチ ェチ ェン武装勢力 で,女 性 を含 む総勢お よそ50人 であ った。モス ク
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ワ市民 は彼 らを狂 人 とみ なした35)。10月25日 夜,ジ ャーナ リス トのア ンナ ・ポ リ

トコフス カヤが武装集 団 との交渉 を開始 した。彼 らの要求 はロシア軍のチ ェチェ ン

か らめ撤退 であ った。 ロシア当局 は彼 らの要求 を受 け入 れてい る。 しか しそ の翌

朝,ロ シ ア内務省特殊 部隊 が劇 場 内に強行 突入 し,武 装 グルー プの ほぼ全 員 を射

殺 人質128人 の犠牲 を出 しなが ら事件 は終 息 した36)。モス クワ市の世 論は劇場急

襲 とい う決定 を支持 してい る37)。

モスクワ劇場 占拠事件の後 ロ シアのマス メディアに表れた憎悪表現 の対象 を調

査 した ものが表6-1で ある38)。この事件 の性格 を反映 してチ ェチェ ン人に対 す る

憎 悪表現が最 も多 く,218件 で全体 の23.14%を 占めて いる。 また,ユ ダヤ人,カ

フカス人,ア メリカ人,ロ シア人,西 欧人,イ ス ラム教徒 が上位 を占めている。

また,表6-2は この時期 のチ ェチ ェ ン人 に対 する憎 悪表現 の内容 を示す もので

あ る。軽度の 「民族 ・宗教集 団又はその代 表それ 自体 を侮辱的又 は非礼 な文脈 で言

及す ること」,中 度 の 「いずれかの民族 ・宗教集 団の犯罪性 について主張す るこ と」

が多数 観察 されてい る。重 度の憎悪 表現 は24件(123件)で10%(12%),中 度 は

50件(236件)で21%(22%),軽 度 は167件(705件)で69%(66%)を 占め てい

る。 チェチェ ン人 に対 する憎悪 表現 は,重 度 と中度の ものが全体平均 を下 回 り,軽

度 の ものが平均 をやや上 回っている。

7.ロ シア連邦下 院選挙(2003年)

2003年12月7日,ロ シア連邦で は下院選挙が実施 された。全国 の有権者総数 は

お よそ1億835万 人で,全 国の平均投 票率 は55.75%で あ った。今 回の下院選 では,

比例 区にお いて議席 を獲i得する ことの出来 るボー ダー ライ ンである得票率5%を 上

回ったのが,「 統 一 ロシア」,「ロシア共 産党 」,「ロシア自民党」,「母 国」 ブロ ック

の4政 党 ・選挙 ブ ロ ックで あった。 与党 の 「統 一 ロシア」 は224議 席 を獲 得 した

が,そ の後諸派な どの議員が移籍 して304議 席 となっている。それ まで退潮傾 向に

あ った ジリノ フスキー率 いる 「ロシア自民党」 は比例 区での得票率 を倍増 させ て復

活 し,前 回の17議 席 か ら36議 席へ と倍増 させた。新 選挙 ブロ ックの 「母 国」 は

39議 席 を得 て大 きく躍進 している。一方,「 ロシア共産党」 は82か ら53へ と大 き

く議席 を減 らして第一党の座 か ら滑 り落 ちてい る。「右 派勢力連合」,「 ヤー プロコ」

といった民主主義 を志 向する リベラル政党 は比例区での議席 を失 って大敗 した。今

回の選挙で躍進 した 「統一 ロシア」,「ロシア自民党」,「母 国」 ブロ ックはいずれ も

国家 によって創 設 されてお り,下 院選の時点で どれ も大統領 に忠実であ り,み なナ

シ ョナリス ト政党 である39)。

表7-1は ロ シア下院選 を前に した時期 のロシア ・マスメデ ィアにおけ る憎 悪表

現 の対象 を示 している40)。カフカス人,ユ ダヤ人,ロ シア人 ,ア メ リカ人,ア ジア

諸 民族が上位 を占めてい る。チ ェチ ェ ン人 は57件 で第7位,全 体 の5 .43%を 占め

ている。

また表7-2は この時期 のチ ェチ ェ ン人に対 す る憎悪表現の 内容 を示す ものであ
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る。軽度の 「民族 ・宗教集 団又 はその代 表それ 自体 を侮辱的 また は非礼 な文脈 で言

及す るこ と」,中 度の 「いず れか の民族 ・宗教 集団の犯罪性 について主張する こと」

が多数 を占めている。重度の憎悪表現 は4件(126件)で7%(11%),中 度は16件

(214件)で27%(19%),軽 度は39件(774件)で66%(70%)を 占めて いる。重度

と軽度 の憎悪表現が全体平均 より少 な く,中 度が全体平均 より多 くなっている。

8.北 オセ チア学校 占拠事件(2004年)

2004年9月1日 朝,ロ シア南部 ・北 オ セチア共和 国ベ ス ラ ン市 の 「第 一学校」

に,男 女 の武装 集団33人 が押 し入 った。 この 日は新 学期 の初 日で,始 業式 に参加

していた生徒 や親 教 師 らお よそ1300人 が 人質 となる。9月3日 午後1時 頃,校

庭 に入 ったロシア兵が銃撃 を開始 した。その後2回 の爆発音 とともに激 しい銃撃戦

が始 ま り,午 後2時 過 ぎには特殊部隊が学校 を制圧 した。死者 は330人 と発 表 され

ている。 ロシア国内の世論調査 では,学 校 占拠事件 はチェチェ ン人あ るいは国際テ

ロ組 織 の仕業 とみ る人が多 い41)。ロシアで は今 回の事件 で反 カフカス感情が高 ま

り,チ ェチ ェ ン人 を含 む カフ カス系 市民 に対す る襲撃 や暴 行 が相次 いで い る42)。

この事件 にお けるプーチ ンの指揮 を評価す るロシア国民 は6割 程度で ある43)。

表8-1は 北 オセチ ア学校 占拠事件後 の ロシア ・マス メデ ィアにお ける憎悪表現

の対 象 を示 してい る44)。この事件 の性格 か らチ ェチ ェン人が第1位 で あ り,59件

で全体 の28.2%を 占めている。その他,イ ス ラム教徒 カフカス諸民族が上位 を占

めている。

また,表8-2は チ ェチ ェン人 に対 す る憎悪 表現 の内容 を示 して いる。軽度 の

「民族 ・宗教集団又 はそ の代表 それ 自体 を侮 辱的又 は非礼 な文脈 で言及す る こと」,

中度の 「いず れかの民族 ・宗教集 団の犯罪性 について主張する こと」が多数 を占め

てい る。重度 の憎 悪表現 は5件(24件)で9%(13%),中 度 は14件(39件)で25

%(20%),軽 度 は37件(127件)で66%(67%)を 占めている。重 度 と軽 度の憎 悪

表現は全体 の平均 よ り低 く,中 度は全体平均 より高い数値 を示 している。

9.北 オセチア事件1年 後(2005年)

表9-1は 北 オセチア学校 占拠 事件か ら1年 後 のロシア ・マ スメデ ィアにおけ る

憎悪 表現 の対 象 を示 してい る45)。チ ェチ ェ ン人 は4番 目に多 く,19件 で全 体 の

8.64%を 占めてい る。その他 イス ラム教徒,カ フカス諸民族が上位 を占め る傾向

は前回の2004年 度調査 と同様であ る。

また,表9-2は チ ェチ ェ ン人 に対 す る憎 悪表現 の 内容 を示 してい る。軽度 の

「民族 ・宗教集 団又 はその代 表それ 自体 を侮辱的又 は非礼 な文脈 で言及する こと」,

軽度の 「いずれかの民族 ・宗教集団の道義 的欠 陥について主張する こと」が多数 を

占めてい る。重度 の憎悪表現 は2件(21件)で8%(11%),中 度 は3件(35件)で

12%(18%),軽 度 は20件(140件)で80%(71%)を 占めてい る。重度 と中度の憎
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悪表現は全体の平均 より低 く,軽 度は全体平均 より高い数値を示している。

むすび

以上 の考察か ら,次 の ことが明 らか になった と言え よう。第1に,表10-1に 示

される ように,2001年 か ら2005年 にかけてチェチェ ン人 に対す る憎悪表現 は量 的

に増大す る傾向 にあ るものの,質 的には軟化 して きている とい うことである。 第2

に,表10-2に 示 され るように,チ ェチ ェン人 に対 する報道 は侮辱的であ り,そ の

犯罪性 を強調 し,偏 見 を煽 る論調 となってい るとい うことである。第3に,表10-

3に 示 される ように,カ フカス諸民族,イ ス ラム教徒 に対す る憎悪表現の比重が高

まって きている とい うことである。

現代 ロ シアではグロー カリゼー ションの進展 によ り,ロ シア ・ナシ ョナリズムが

台頭 している。 そ して,第 二次チェチェ ン戦争 の進行 と泥沼化 は,チ ェチ ェン人 に

とどまらずカ フカス諸民族 イス ラム教徒へ の偏見 を拡大 している と見 ることがで

きる。本稿 では2001年 か ら2005年 まで,憎 悪表現 の量的 な側面 を中心 に扱 った。

2006年 以 降の状況,憎 悪表現 の質 的な側面の検討 が,次 の課題 となる46)。

表2-1ロ シア ・ナ ショナ リズムの諸相

国家主義 民族主義

世俗的 過激派 ド ゥー ギ ン,ジ リ ノ フ ス キ ー 第一次チェチェン戦争

ナショナ リズム ネオ ・ユーラシァ主義 「ロシア民族統一」

『ザ フ トラ』,『 ソ ビエ ト ・ロ シ ア』 ネオナチ,ス キンヘ ッ ド

穏健派 プ ー チ ン,「 統 一 ロ シ ア 」 レ・ベ ジ

軍 ・旧KGB,治 安 組織 ロシア文化論

ロシア共産党

「公正ロシア」

宗教的 過激派 イオアン府主教 第二次チェチェン戦争

ナショナリズム 『正教ルーシ』 「パ ー ミ ャ チ 」

『ロシアの家』 イス ラム嫌い

反ユダヤ主義

穏健派 総主教 ソ ル ジ ェ ニ ー ッ ィ ン

ロシァ文明論 ア レクシー二世総主教

出 典:ThomasParland,"Russiainthe1990s:ManifestationofaConservativeBacklash

Philosophy",inChrisJ.Chulos,TimoPiirainen(eds.〉,TheFallofanEmpire,theBirthofa

Nation'NationalldentitiesinRussia,Ashgate,2000,pp.123-125;中 野 毅 『宗 教 の 復 権 一 グ ロ

ー バ リ ゼ ー シ ョ ン ・カ ル ト論 争 ・ナ シ ョナ リ ズ ム 』 東 京 堂 出 版 ,2002年,19～20,230～

234ペ ー ジ;ABepxoBcKMti(cocT.),POrccκUtκ αopoκanu3」kt:u∂eonoeuauκ αcmpoeHue,M.:

HHΦopMa耳HoHHo-aHa∬HT四ecRH且 ■[eHTp(《CoBa》,2006;石 郷 岡 建 「浮 上 す る ロ シ ア ・ナ シ

ョナ リズ ム 」 『ユ ー一・ラ シ ア 研 究 』[特 集1ユ ー ラ シ ア 研 究 所 シ ン ポ ジ ウ ム 「新 プ ー チ ン体 制 と

ユ ー ラ シ ア 」]第39号,東 洋 書 店,2008年,2～7ペ ー ジ 。
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表5-1 ロ シアのマスメデ ィアにおける憎悪表現 の対象

(2001年10月 ～2002年4月)

順位 対 象 件数 割合

1 非ロシア人 94 12.14%

2 カ フカス ・ザカフカス諸民族 73 9.43%

3 ユダヤ人 71 9.17%

4 メ ス ヘ テ ィ ア ・ トル コ人 53 6.85%

5 ア メ リカ人 51 6.59%

6 アジア諸民族 44 5.68%

7 ジ プシー 40 5.17%

8 チ ェチェン人 38 4.91%

9 イス ラム教徒 35 4.52%

10 ア ルメニア人 32 4.13%

11 ロ シア人 27 3.49%

12 中央アジア諸民族 25 3.23%

13 アゼ ルバイジヤン人 24 3.10%

14 黒人 20 2.58%

15 ク ル ド人 19 2.45%

16 カ トリック教徒(ユ ニア ト教徒) 16 2.07%

16 ウ ク ライナ人 16 2.07%

18 アラブ人 14 1.81%

19 ア フガ ン人 13 1.68%

20 エ ス トニア人 12 1.55%

20 非白人 12 1.55%

22 非スラブ人 11 1.42%

23 タタール人 8 1.03%

24 非キリスト教徒 6 0.78%

24 非正教徒 6 0.78%

26 小規模の新宗教集団 5 0.65%

27 エホバの証人 4 0.52%

28 サ イエ ントロジー 2 0.26%

28 パ キス タン人 2 0.26%

30 イス ラム教の新 しい流れ 1 0ユ3%

合計 774 100%

出 典:(CocT.)A.M.BepxoBcRvati,fl3btκMoa_Ilpo6neMα ∂rnκu・tecrcoau

peJtueuo3κo撹 κelnepnLwpzocmu6pocc磁cκ 礁CMU,M.:POO<<lleHTp

``HaHopaMa,'》
,2002,c29-32.
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表5-2チ ェチ ェン人に対す る憎悪表現の内容(2001年10月 ～2002年4月)

種 類 件数(全 体) 程度

A 暴力を直接及び率直に呼びかけること 2(18) 重度

B 暴力 を一般的なスローガンとして呼びかけること 2(20) 重度

C 差別を直接及び率直に呼びかけること 2(22) 重度

D 差別 を一般的なスローガンとして呼びかけること 2(22) 重度

E 暴力及び差別を暗に呼びかけること 3(58) 重度

F 民族 ・宗教集団の否定的イメージを創 出すること 19(311) 軽度

G 暴力及び差別の歴史的事件を正当化すること 3(31) 中度

H 暴力及び差別の一般に認められた歴史的事実を疑問視するような

発表及び発言をすること
3(40) 中度

1 民族 ・宗教集団の名称を侮辱的な文脈で言及すること 0(44) 軽度

J いずれかの民族 ・宗教集団それ自体の欠点について主張すること 2(62) 軽度

K いずれかの民族 ・宗教集団それ自体の歴史的犯罪について主張す

ること
2(23) 中度

L 差別する目的で,民 族 ・宗教集団とロシア及び外国の政治及び国

家構造との関係を指摘すること
1(14) 中度

M いずれかの民族 ・宗教集団の犯罪性について主張すること 17(176) 中度

N いずれかの民族 ・宗教集団の道義的欠陥について主張すること 2(83) 軽度

0 いずれかの民族・宗教集団が物質的な豊かさ,権力構造における代

表権 新聞雑誌において不釣合いに優越していると推論すること
1(40) 中度

P い ずれかの民族 ・宗教集団の社会,国 家 ナショナル ・アイデン

ティテ ィの浸食への否定的な影響を非難すること
4(78) 中度

Q 民族 ・宗教集団又はその代表それ自体を侮辱的または非礼な文脈

で言及すること
4(69) 軽度

R いずれかの民族 ・宗教集団に帰属する移民がある地域で定住する

ことを認めないよう呼びかけること
4(130) 中度

S 外国人嫌いの発言及び文書をしかるべき注解なしで引用すること 1(22) 軽度

合計 74(1263)

出 典:(CocT.)A.M.BepxoBcRzti,fl3bLrcMott_llpoθ 」LeJptαgmκuyecrcotiupenueuo3κoa

Hernepnu」ptocrnu6poecuacnuxCMZ,M.:POO〈 《[[eHTp"HaHopaMa"〉 》,2002,c.34-35,42-43.
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表6-1ロ シアの マス メデ ィアにおける憎 悪表現の対象

(2002年10月 ～2003年2月)

順位 対 象 件数 割合

1 チ ェチェン人 218 23.14%

2 そ の他の民族的カテゴリー 86 9.13%

3 ユダヤ人 73 7.75%

4 カフカス人全体 71 7.54%

5 アメ リカ人 69 7.32%

6 ロ シア人 46 4.88%

7 西欧人 44 4.67%

8 イス ラム教徒 37 3.93%

9 その他のカフカス及びザカフカス諸民族 34 3.61%

10 中国人 31 3.29%

11 黒人 27 2.87%

12 その他のアジア諸民族 24 2.55%

13
一般的な民族的外国人嫌い 22 2.34%

13 ア ゼルバイジヤン人 22 2.34%

15 小規模な新宗教集団 18 1.91%

16 そ の他の宗教的カテゴリー 17 1.80%

16
、"o、

ン フ ン ー 17 1.80%

18 ウク ライナ人 15 1.59%

19 アル メニア人 14 1.49%

19 カ トリック教徒(及 びユニ ア ト教徒) 14 1.49%

21 アラブ人(イ ラク人以外) 11 1ユ7%

22 タジ ク人 10 1.06%

22 正教徒 10 1.06%

24 ベ トナム入 9 0.96%

25 メ ス ヘ テ ィア ・ トル コ 人 2 0.21%

26 イ ラク人 1 0ユ1%

合計 942 100%

出 典:KceHoOpo6vafiBpoccl{[tacKMxCMHMoHvaTopvaHr.r【poMeoKyToq且L磁

MoHvaTopvaHrH3LIKaBpa皿 八LL240RTE【6pH2002-23ΦeBpaJIH2003・,

HHΦopMa耳HoHHo-aHaJlvaTvaqecKvati耳eHTp"COBA"[http:〃sova.center.ru]

(2009.10.28.)c.8-9.
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表6-2チ ェチ ェン人 に対する憎悪表現の内容(2002年10月 ～2003年2月)

種 類 件数 程度

A 暴力を呼びかけること 11(12) 重度

B 一 般的なスローガンも含め,差 別を呼びかけること 7(28) 重度

C 暴力及び差別を暗に呼びかけること 5(23) 重度

D 民 族 ・宗教集団の否定的なイメージをつ くり出すこと 2(13) 軽度

E 暴力及び差別の歴史的事件を正当化すること 1(3) 中度

F 暴力及び差別の一般に認められた歴史的事実を疑問視するような

発表及び発言をすること
0(0) 中度

G いずれかの民族 ・宗教集団それ自体の欠点について主張すること 11(89) 軽度

H いずれかの民族 ・宗教集団それ自体の歴史的な犯罪について主張

すること
0(6) 中度

1 いずれかの民族 ・宗教集団の犯罪性について主張すること 38(100) 中度

J いずれかの民族 ・宗教集団の道義的欠陥について主張すること 17(167) 軽度

K いずれかの民族 ・宗教集団が物質的な豊かさ,権力構造における代

表権 新聞雑誌において不釣合いに優越していると推論すること
5(70) 中度

L いずれかの民族 ・宗教集団の社会,国 家に対する否定的な影響を

非難すること
4(47) 中度

M 民族 ・宗教集団又はその代表それ自体を侮辱的または非礼な文脈

で言及すること
132(404) 軽度

N いずれかの民族 ・宗教集団に帰属する移民がある地域で定住する

ことを認めないよう呼びかけること
1(60) 重度

0 明 らかに外 国人嫌いの発言及び文書 を,ジ ャーナリス トと回答者

との間の立場の違いをはっきりさせずに引用すること
5(32) 軽度

P 権力奪取の試み又は領域的拡張のかどで集団を非難すること 2(10) 中度

合計 241(1064)

出 典:KceHo(Po6vaflBpoccMrtcRvaxCMVaMoHvaTopvaHr.HpoMeoKyToq且sltiMoHvaTopvaHrA3blKa

BpaoicAsi.240KTfi6pE[2002-23ΦeBpaJIH2003.,HHΦopMa耳Ho正 田o・aHaJIHTHqecKH且 耳e且Tp

`℃OBA"[http:〃sova -center.ru](2009.10.28.)c.3-4,10-11,20-21.
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表7-1 ロシアのマスメディアにおける憎悪表現の対象

(2003年9月 ～2003年12月)

順位 対 象 件数 割合

1 そ の他の民族的カテゴリー 93 8.87%

2 カフカス人全体 92 8.77%

3 ユダヤ人 79 7.53%

4 ロ シア人 68 6.48%

5
一般的な民族的外国人嫌い 60 5.72%

6 アメ リカ人 59 5.62%

7 チ ェチェ ン人 57 5.43%

8 中国人 54 5.14%

9 アゼ ルバ イジヤン人 51 4.86%

10 その他のアジア諸民族 50 4.77%

11 その他のカフカス及びザカフカス諸民族 49 4.67%

12 ウク ライナ人 47 4.48%

13 西欧人 44 4.19%

14
、"o、

ン フ ン ー 38 3.62%

15 タジ ク人 33 3.15%

16 黒人 29 2.76%

17 イス ラム教徒 25 2.38%

18 小人数の新宗教集団 22 2.10%

19 アル メニァ人 21 2.00%

20 ベ トナム人 19 1.81%

21 アラブ人(イ ラク人以外) 13 1.24%

21 そ の他の宗教 的カテゴリー 13 1.24%

23 正教徒 12 1.14%

24 カ トリック教徒(及 びユ ニア ト教徒) 9 0.86%

25 メ ス ヘ テ ィ ア ・ トル コ人 6 0.57%

26 一般的な宗教的外国人嫌い 3 0.29%

26 イラ ク人 3 0.29%

合計 1049

出 典:rannHaKoolceBHHRoBa(noA.pen.ABepxoBcKvati),fl3LIKBpa」KAbiB

npeJIBLI60pHotiarma耳vaHvaBHeee.MoHvaTopva且rHpeccH:ceHTH6pL2003-

MapT2004r.,HHΦopMa理 【o且且o-aHa」 〔vaT四ecRH且 耳eHTp"COBA"[http:〃sova-

center.ru](2009.10.26.)MocKBa,2004L,c.15.
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表7-2チ ェ チェン人に対 する憎悪表現 の内容(2003年9月 ～2003年12月)

種 類 件数 程度

A 暴力を呼びかけること 1(12) 重度

B 一 般 的なスローガンも含め,差 別を呼びかけること 0(32) 重度

C 暴力及び差別を暗に呼びかけること 1(16) 重度

D 民族 ・宗教集団の否定的なイメージをつ くり出すこと 4(73) 軽度

E 暴力及び差別の歴史的事件を正当化すること 0(1) 中度

F 暴力及び差別の一般に認められた歴史的事実を疑問視するような

発表及び発言をすること
0(0) 中度

G いずれかの民族 ・宗教集団それ自体の欠点について主張すること 0(103) 軽度

H いずれかの民族 ・宗教集団それ自体の歴史的な犯罪について主張

すること
1(7) 中度

1 いずれかの民族 ・宗教集団の犯罪性について主張すること 14(100) 中度

J いずれかの民族 ・宗教集団の道義的欠陥について主張すること 1(198) 軽度

K いずれかの民族 ・宗教集団が物質的な豊かさ,権力構造における代

表権 新聞雑誌において不釣合いに優越していると推論すること
0(31) 中度

L いずれかの民族 ・宗教集団の社会,国 家に対する否定的な影響を

非難すること
1(36) 中度

M 民族 ・宗教集団又はその代表それ自体を侮辱的または非礼な文脈

で言及すること
34(393) 軽度

N いずれかの民族 ・宗教集団に帰属する移民がある地域で定住する

ことを認めないよう呼びかけること
2(66) 重度

0 明 らかに外国人嫌いの発言及び文書を,ジ ャーナ リス トと回答者

との間の立場 の違いをはっきりさせず に引用す ること
0(7) 軽度

P 権力奪取の試み又は領域的拡張のかどで集団を非難すること 0(39) 中度

合計 59(1114)

出 典:rarmHaKooiceBHxrcoBa(nog.pen.A.BepxoBcKvati),H3LIKBpaoRgLiB■ 【penBLI60pHoti

armallvaxmBHeee.MoHvaTopva且rnpeccLl:ceHTfl6pL2003-MapT2004r.,HH〈*)opMallvaoHHo-

aHaJIHTva・lecKvatiIleHTp"COBA"[http:〃sova-center.ru](2009.10.26.)MocKBa,2004r.,c.6-7,

17-18.

一138一



宮川真一 現代ロシアのマスメディアにおける憎悪表現

表8-1 ロシアのマスメディアにおける憎悪表現の対象

(2004年9月 ～2004年IO月)

順位 対 象 件数 割合

1 チ ェチェン人 59 28.8%

2 イス ラム教徒 26 12.7%

3 カフカス人全体 24 11.7%

4 イ ングーシ人 22 10.7%

5 その他の民族的カテゴリー 10 4.88%

6 少人数の新宗教集団 9 4.39%

7 その他のアジア諸民族 7 3.41%

7 一般的な民族的外国人嫌い 7 3.41%

9 アゼ ルバイジヤン人 6 2.93%

10 その他のカフカス及びザカフカス諸民族 5 2.44%

10 ア メ リカ人 5 2.44%

12 ユダヤ人 4 1.95%

12 ア ルメニア人 4 1.95%

14 ウク ライナ人 3 1.46%

15 西欧人 2 0.98%

15 ロシ ア人 2 0.98%

15 中国人 2 0.98%

15
、"o、

ン フ ン ー 2 0.98%

19 タジ ク人 1 0.49%

19 黒人 1 0.49%

19 メ ス ヘ テ ィ ア ・ トル コ人 1 0.49%

19 アラブ人 1 0.49%

19 そ の他の宗教的カテゴリー 1 0.49%

19 一般的な宗教的外国人嫌い 1 0.49%

合計 205 100%

出 典:rama且aKooKeB且vaKoBa,H3blRBpaoicAblBCMHnoc-eBecnaHa:HovacK

BparHzoTBeTcTBeHHocTLoicypHanzcToB,H且 ΦopMa耳HoHHo-a且aJIHTHqecRH貢

耳eHTp"COBA"[http://sova-center.ru](2009.10.28.)MocKBa,2004r.,c.13-14.
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表8-2チ ェチ ェン人 に対する憎悪表現の内容(2004年9月 ～2004年10月)

種 類 件数 程度

A 暴力を呼びかけること 1(2) 重度

B 一般 的なスローガンも含め,差 別を呼びかけること 2(8) 重度

C 暴力及び差別を暗に呼びかけること 1(4) 重度

D 民族 ・宗教集団の否定的なイメージをつ くり出す こと 4(12) 軽度

E 暴力及び差別の歴史的事件を正当化すること 0(0) 中度

F 暴力及び差別の一般に認められた歴史的事実を疑問視するような

発表及び発言をすること
0(0) 中度

G いずれかの民族 ・宗教集団それ自体の欠点について主張関するこ

と
1(9) 軽度

H いずれかの民族 ・宗教集団それ自体の歴史的な犯罪について主張

すること
1(1) 中度

1 いずれかの民族 ・宗教集団の犯罪性について主張すること 12(26) 中度

J いずれかの民族 ・宗教集団の道義的欠陥について主張すること 5(22) 軽度

K いずれかの民族 ・宗教集団が物質的な豊かさ,権力構造における代

表権 新聞雑誌において不釣合いに優越していると推論すること
0(0) 中度

L いずれかの民族 ・宗教集団の社会,国 家に対する否定的な影響を

非難すること
1(8) 中度

M 民族 ・宗教集団又はその代表それ自体を侮辱的又は非礼な文脈で

言及すること
26(80) 軽度

N いずれかの民族 ・宗教集団に帰属する移民がある地域で定住する

ことを認めないよう呼びかけること
1(10) 重度

0 明 らかに外 国人嫌いの発言及び文書 を,ジ ャーナリス トと回答者

との間の立場の違いをはっきりさせずに引用すること
1(4) 軽度

P 権力奪取の試み又は領域的拡張のかどで集団を非難すること 0(4) 中度

合計 56(190)

出 典:ra■vaHaKoolceBHvaRoBa,fl3LIKBpa即HBCMHnocneBecnaHa:HoHcKBparxx

oTBeTcTBe且HocTb?KypHaJIMcToB,HHOOopMarploHE[o-aHanzTmuecRtm耳eHTp"COBA"[http:〃

sova-center.ru](2009.10.28.)MocKBa,2004r.,c.3-4,16.
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宮川真一 現代ロシアのマスメディアにおける憎悪表現

表9-1 ロシアのマスメディアにおける憎悪表現の対象

(2005年9月 ～2005年10月)

順位 対 象 件数 割合

1 一般的な民族的外国人嫌い 44 20%

2 イスラム教徒 20 9.09%

3 カフカス人全体 22 10%

4 チ ェチェン人 19 8.64%

5
、"o、

ン フ ン ー 17 7.73%

6 ウ クライナ人 15 682%

7 中国人 11 5%

8 ユダヤ人 10 4.55%

9 西欧人 9 4.09%

10 黒人 7 3.18%

10 その他のアジア諸民族 7 3.18%

12 タジク人 6 2.73%

12 アメ リカ人 6 2.73%

14 アゼ ルバイジヤン人 5 2.27%

15 その他のカフカス及びザカフカス諸民族 4 1.82%

16 ロ シア人 3 1.36%

16 アル メニア人 3 1.36%

16 少人数の新宗教集団 3 1.36%

19 アラブ人 2 0.91%

19 メ ス ヘ テ ィア ・ トル コ人 2 0.91%

19 その他の民族的カテゴリー 2 0.91%

22 カ トリック教徒(ユ ニア ト教徒 を含 む) 1 0.46%

22 その他の宗教的カテゴリー 1 0.46%

22 一般的な宗教的外国人嫌い 1 0.46%

合計 220 100%

出 典:rarmHaKoolceBHIIRoBa(noll.pen.A.BepxoBcKvati),fl3blKBpaoKnslqepe3

roAfiocneBecJlaHa,HHOOopMa■czoHHo-aHanmvaqecKvatzHe且Tp``COBA"

[http:〃sova-center.ru](2009.10.28.)MocRBa,2005r.,c.13-14.
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表9-2チ ェチェン人に対 する憎悪表現 の内容(2005年9月 ～2005年10月)

種 類 件数 程度

A 暴力を呼びかけること 0(3) 重度

B 一 般 的なスローガ ンも含め,差 別 を呼 びかけること 0(2) 重度

C 暴力及び差別を暗に呼びかけること 1(2) 重度

D 民 族 ・宗教集団の否定的なイメージをつ くり出すこと 3(16) 軽度

E 暴力及び差別の歴史的事件を正当化すること 0(0) 中度

F 暴力及び差別の一般に認められた歴史的事実を疑問視するような

発表及び発言をすること
0(0) 中度

G いずれかの民族 ・宗教集団それ自体の欠点について主張関するこ

と
0(5) 軽度

H いずれかの民族 ・宗教集団それ自体の歴史的な犯罪について主張

すること
1(1) 中度

1 いずれかの民族 ・宗教集団の犯罪性について主張すること 1(10) 中度

J いずれかの民族 ・宗教集団の道義的欠陥について主張すること 4(32) 軽度

K いずれかの民族 ・宗教集団が物質的な豊かさ,権力構造における代

表権 新聞雑誌において不釣合いに優越していると推論すること
0(10) 中度

L いずれかの民族 ・宗教集団の社会,国 家に対する否定的な影響を

非難すること
0(3) 中度

M 民族 ・宗教集団又はその代表それ自体を侮辱的又は非礼な文脈で

言及すること
13(87) 軽度

N いずれかの民族 ・宗教集団に帰属する移民がある地域で定住する

ことを認めないよう呼びかけること
1(14) 重度

0 明 らかに外国人嫌いの発言及び文書を,ジ ャーナ リス トと回答者

との間の立場の違いをはっきりさせずに引用すること
0(0) 軽度

P 権力奪取の試み又は領域的拡張のかどで集団を非難すること 0(10) 中度

Q 市民権の否定 1(1) 中度

合計 25(196)

出 典:ra.nzHaKoolceBHvaRoBa(rloπ.pen,A.BepxoBcKvath),H3HRBpaoicnbiqepe3ronHoc∬e

BecJIaHa,Hヨ ΦopMa耳HoH且o-aHaJIエITvarlecKvati耳eHTp`℃OBA"[http:〃sova-center.ru](2009.

10.28.)MocKBa,2005r。,c.3,16-18.
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宮川真一 現代ロシアのマスメディアにおける憎悪表現

表10-1チ ェチェン人に対 する憎悪表現 の推移(2001年 ～2005年)

2001年 2002年 2003年 2004年 2005年

順位 8位 1位 7位 1位 4位

割合 4.91% 23.14% 5.43% 28.2% 8.64%

重度 15%(+) 10%(一) 7%(一) 9%(一) 8%(一)

中度 47%(+) 21%(一) 27%(+) 25%(+) 12%(一)

軽度 38%(一) 69%(+) 66%(一) 66%(一) 80%(+)

※数値が全体平均 を上回っていれば 「+」,下 回っていれば 「一」と表示 している。

表10-2チ ェ チェン人に対 する憎悪表現 の種類(2001年 ～2005年)

種 類 件数 割合

A 暴力を呼びかけること 17 3.75%

B 一般 的なスローガンも含め,差 別を呼びかけること 13 287%

C 暴力及び差別を暗に呼びかけること 11 243%

D 民 族 ・宗教集団の否定的なイメージをつ くり出す こと 32 706%

E 暴力及び差別の歴史的事件を正当化すること 4 0.88%

F 暴力及び差別の一般に認められた歴史的事実を疑問視するような発

表及び発言をすること
3 0.66%

G いずれかの民族 ・宗教集団それ自体の欠点について主張すること 14 3.09%

H いずれかの民族 ・宗教集団それ自体の歴史的な犯罪について主張す

ること
5 1.10%

1 いずれかの民族 ・宗教集団の犯罪性について主張すること 82 18.10%

J いずれかの民族 ・宗教集団の道義的欠陥について主張すること 29 6.40%

K いずれかの民族 ・宗教集団が物質的な豊かさ,権 力構造における代

表権 新聞雑誌において不釣合いに優越していると推論すること
6 1.32%

L いずれかの民族 ・宗教集団の社会,国 家に対する否定的な影響を非

難すること
10 221%

M 民族 ・宗教集団又はその代表それ自体を侮辱的または非礼な文脈で

言及すること
209 4a14%

N いずれかの民族 ・宗教集団に帰属する移民がある地域で定住するこ

とを認めないよう呼びかけること
9 199%

0 明 らかに外国人嫌いの発言及び文書を,ジ ャーナ リス トと回答者 と

の問の立場の違いをはっきりさせずに引用すること
7 1.55%

P 権力奪取の試み又は領域的拡張のかどで集団を非難すること 2 0.44%

合計 453 100%
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表10-3憎 悪表現の主要民族的 ・宗教的対象別割合(2001年 ～2005年)

2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 平均

カフカス諸民族合計 2842% 38.32% 26.31% 59.02% 25% 35.41%

イス ラム教徒 4.52% 3.93% 2.38% 12.68% 9.09% 6.52%

ユダヤ人 9ユ7% 7.75% 7.53% 1.95% 4.55% 6.19%

アメ リカ人 6.59% 7.32% 5.62% 2.44% 2.73% 4.94%

新宗教集団合計 1.55% 1.91% 2ユ0% 4.39% 1.36% 2.26%

カ トリック教徒合計 2.07% 1.49% 0.86% 一 α46% 0.98%

注

1)「 憎 悪 表現」 とは普通,人 種,民 族,宗 教 等の要素 に起 因す る憎悪や嫌悪 の表現 を指 し,

英 語で はhatespeechと 呼 ばれる。小谷順子 「合衆国憲法修正1条 の表現の 自由 とヘイ

トス ピーチ」 『日本法 政学会法 政論叢』 第36巻,第1号,1999年;同 「米 国にお ける

表現の 自由 とヘ イ トス ピーチ規制一Virginiav.Black,123S.Ct1536(2003)判 決 を踏

まえた検 討一 」 『法政論叢』 第40巻,第2号,2004年,参 照。本稿 で用 いる報告書 で

はロシア語でH351KBpaOIC」ILI(敵 意言語)と 呼ばれ る。通常のメデ ィアでは量 的な手法が

用い られ るが,外 国人嫌い を隠 さない右翼 的 ・左 翼 的反対 派 な どの特 殊 なメデ ィアで

は質的な手法が用い られる。本稿 では前者 を扱 う。A.M。BepxoBcKiirt,OTE四ecRaHH

penvarvao3HaflKceHolt)06vaflBCMVa:KaRonpeJ[eJIHTLliRaKpeaTvapoBaTb[http:〃www.

eawarn.ru/pub/About/WebSeminarTacisAugバ1erkhovsky.htm](2009.10。2&)参 照 。

2)武 者 小路公秀 『人 間安全保 障論序 説一 グローバ ル ・フ ァシズムに抗 して一 』国際書 院

2003年,23～26ペ ー ジ。

3)例 え ば山田敦 「『グ ロー カ リゼー シ ョン』 と国家 の変容」 『国際政治』第124号 「国際

政治理論 の再構 築」2000年;中 野i毅 『宗教 の復権一 グ ローバ リゼー シ ョン ・カル ト論

争 ・ナ シ ョナ リズム』 東京 堂出版,2002年;星 川啓慈 ・山梨有希子編 『グ ローバ ル時

代 の宗教問対話』 大正大学 出版 会,2004年;前 川啓治 『グ ロー カ リゼー シ ョンの人類

学 国際文化 ・開発 ・移民』新曜社,2004年;中 野毅(研 究代表者)『 世界 のグローバ ル

化 と宗教 的ナシ ョナ リズム ・原理主義 の台頭 に関する比較 宗教 学的研 究』[平 成14-17

年 科 学研 究費補助金基盤i研究(B)(2)研 究 成果報 告書]2007年;神 田外 語大学国際社会

研究所編 『グロー カリゼ…一・ションー 国際社会 の新潮流』神 田外語大学 出版局,2009年 。

4)中 野毅 「グ ローバ リゼー シ ョン論 の再検討 と宗教 問題」 『ソシオロジカ』(創 価大学社会

学会)第30巻 第2号,2006年,37ペ ー ジ。

5)同 前,38ペ ー ジ。

6)神 川 正彦 『比較文明文化への道一 日本文明の多元性一』[刀 水歴史全書72(比 較文明学叢

書5)]刀 水 書房,2005年,150,168～169ペ ー ジ。

7)神 川 正彦 「比較文 明文化 の現代 的課題一21世 紀 にお ける文明 間の対 話へ一 」伊東俊太

郎監修 吉澤 五郎 ・染谷 臣道編 『文 明問の対話 に向け て一共 生の比較文 明学一』 世界
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思想社,2003年,ll3ペ ー ジ。

8)こ れ に関 しては次 を参照。竹 中浩 「帝政期 にお けるロ シア ・ナシ ョナ リズ ム と同化政

策一 沿バ ル ト地域 の ロシア化 を手掛か りに して一 」 『ナシ ョナ リズムの現在 戦後 日本

の政治』 岩波書店,1994年;同 「近代 ロシアにおけ るナ シ ョナ リズ ム と宗教 政策一 ロ

シア帝国 にお ける福 音主 義的 セ ク トの問題 をめ ぐって一 」 『ロ シア史研究』 第64号,

1999年;池 庄司敬信 『ロシア 体 制変革 と護持 の思想史』 中央大 学出版 部,2001年,

第13章 「ロ シァの保 守主義」;土 肥恒之 『ロシア ・ロマノ ブ王朝の大地』[興 亡の世界

史 第14巻]講 談社,2007年 。

9)こ の 点 に関する社会学 的な研究書 として,M.K.rop皿RoB,H.E.TzxoHoBa(oTB.peA.);

VaHcTvaTYTRoMnneKcl【Hxco耳HaπbHblxvaccJlelloBaHvataPAH,Poccuticκ αfl

u∂eHrnuyκocrnb60rc」Lo6uaxrnpα κcg60p」vaαUa'onbLmcoauonoeuyecrcoeoα κanu3α,M.:

HayRa,2005.

10)2001年 以 降に ロシアで 出版 された,比 較文 明学 をベ ース とする,ロ シア文 明 をテーマ

とした書物 を検討 した結果,そ れ らの書 はいずれ も現代 ロ シアで文 明的 アイデ ンテ ィ

テ ィが強 ま り,ロ シア文明 が西欧文 明か ら自立す る傾 向に ある ことを表現 して いる。

ここで取 り上げた書物 は,学 校教科書 『学校教科書 『ロシア文明,9-20世 紀 末』(2003

年);ロ シ ァ史研 究所 『ロシア多 民族文 明:統 一 と対 立』(2003年);世 界 史研 究所 『文

明』 第6巻(2004年);世 界 史研究所 『文 明』 第7巻(2006年)で あ る。拙稿 「現代 ロシ

ア にお ける ロー カ リゼー シ ョンー 比較文 明の視点一」 『ソシオロ ジカ』(創 価大学社会学

会)第33巻,第1・2号,2009年,参 照。

11)ロ シ ア ・ナ シ ョナ リズ ムは 「ロ シア人 とその社 会,国 家 が創 り出 し,担 って きた固有

の価値 を信 じ,そ れに基 づ いて独 自の 国家体 制,経 済制 度 文化 的価値 体系 を構築 す

ることを志 向す る教義 精神 的 ・文化的,さ らには政治 的実践 であ る」 と定義 される。

中村裕 「ロシア ・ナ シ ョナ リズ ム」川端香男 里ほか監修 『[新版]ロ シアを知 る事典』

平凡社,2004年,850ペ ー ジ。現代 ロシア ・ナ シ ョナ リズムについて は,以 下 も参 照。

拙 稿 「極右 団体 『ロシア民族統一』 の思想一 ア レクサ ン ドル ・バ ルカ シ ョフの言 説 を

中心 に一 」 『ロシア ・東欧学会年 報』第28号,2000年;同 「現代 ロシアにおけ る 『カ

ル ト』 現象 と 『反 カル ト運動』一 オウム真理教 を事例 と して一」 『ソシオ ロジカ』 第27

巻 第1・2号,2003年;同 「現代 ロシアにお ける 『ロ シア正教 ファ ンダ メ ンタリズ

ム』」 『ロシア ・東欧学会年報』第31号,2003年;同 「現代 ロシアのナ シ ョナ ル ・アイ

デ ンテ ィテ ィと 『第二次チ ェチ ェン戦争』」 『比較文 明』 第21号,2005年;同 「現代 ロ

シアの公教育 にお ける宗教教 育一 『正教文化の基礎』 コース導入 をめ ぐって一 」 『ロシ

ア ・東欧学会年報』 第34号,2005年;同 「公教育 における宗教教 育 とナ シ ョナ リズ ム

の現在一 ロシア と日本 を比較 して一」 『通信教育 部論集』 第9号,2006年 。

12)こ の点 につい ては,次 を参照。 芝原拓 自 「対外 観 とナシ ョナ リズム」 『対外 観』[本 近

代 思想体系12]岩 波 書店,1988年;加 藤秀俊 ・亀井俊介 編 『日本 とアメ リカー相 手国

のイメー ジ研 究一』[学 振選書1]日 本学術新興会,1991年;東 田雅博 『大英帝国の ア

ジァ ・イメージ』 ミネルヴ ァ書房,1996年 。

13)衛 藤 藩吉 ほか 『国際 関係論』東京大学 出版会,1982年,160ペ ー ジ。
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14)同 前,166ペ ー ジ。

15)石 井 敏 ほか 編 『異 文化 コ ミュニ ケー シ ョン ・ハ ン ドブ ック』[有 斐 閣選書]有 斐 閣,

1997年,98ペ ー ジ。

16)衛 藤 『国際関係論』162ペ ー ジ。

17)古 田 暁監修,石 井敏 ほか 『異文化 コミュニケー シ ョン[改 訂版]』[有 斐 閣選書]有 斐

閣,1996年,117ペ ー ジ。

18)衛 藤 『国際 関係論』162ペ ー ジ。

19)石 井 『異文化 コ ミュニケー シ ョン』ll7～118ペ ー ジ。

20)GordonW.Allport,TheNatureofPrejudice,Addison-wesleypublishingcompany,

1954,pp.14-15;G・W・ オルポー ト(原 谷達夫 ・野村昭訳)『 偏見 の心理』培風館,1968年,

13ペ ー ジ;古 田暁ほか 『異 文化 コミュニケー シ ョンキー ワー ド[新 版]』[有 斐 閣双書]

有 斐 閣],2001年,43ペ ー ジ。

21)オ フ ェル ・フェル ドマ ン 「偏見 」猪 口孝 ほか 『政治学事 典』 弘文堂,2000年,1000ペ

ー ジ
。

22)現 在 全 国放 送 してい る3大 テ レビ局 は,「 第一 チ ャ ンネ ル[OPT]」(国 営 ・視聴者1億

5000万),「 ロ シアテ レビ[PTP]」(国 営 ・1億3000万),「 独 立テ レビ[HTB]」(民 営政府

寄り・1億2000万)。 その他 「セ ンターテ レビ[TBU]」(モ スクワ市営中立 ・6000万)な ど

の地方テ レビや衛星放送 テ レビ,各 種 の専 門テ レビ局があ る。

23)例 え ば,『 コムソモ リス カヤ ・プラウダ』)(日 刊 ・291万),『 モ ス コフスキー ・コムソモ

レツ』(日 刊 ・231万部),『 論 拠 と事実』(週 刊 ・292万部)な ど。

24)例 え ば,『 コメルサ ン ト』(日 刊 ・12万 部),『 新 イズベ スチ ヤ』(日 刊 ・10万 部),『 独 立新

聞』(日 刊 ・4万部),『 ノ ーバ ヤ ・ガゼー タ』(週2刊 ・2万部)な ど。

25)ロ シ アには政府,民 間,地 域,商 業 など3000以 上 のニュース ・サ イ トが ある。

26)こ こで は以下 を参照。 ナジェー ジダ東井 ・井桁貞義 『ロシア ・イ ンタs-・一・ネ ッ トの世界』

[ユ ーラ シア ・ブック レッ トNo.11]東 洋 書店,2001年;鈴 木康 雄 「プーチ ンのメデ ィ

ア政策 」木 村汎 ・佐瀬 昌盛 編 『プーチ ンの変貌?9・ll以 後 の ロシア』勉 誠 出版,

2003年,第10章;川 端 『ロシア を知る事典』504～505ペ ー ジ。

27)1999年,NATOが ユ ー ゴス ラビアを空爆 した際の英 米の報道 には,「 敵 を悪魔化す る」

とい う潮流 が含 まれていた。「敵 の悪魔 化」 は単 にプロパ ガ ンダの副産物であ る とい う

よ りは,近 代戦争 の原理 である とい う見 方 もある。 湾岸戦争 では フセ イ ンが悪魔化 さ

れ,コ ソボ戦争 では ミロシェ ビッチ だけで な くセル ビア人全 てが悪魔化 された。そ の

ようなジ ャー ナ リズムの あ り方 は,戦 争 の政治 的 ・経 済的 ・社会 的要 因か ら目をそ ら

し,プ ロパ ガ ンダ として機能す るようになる。 門奈 直樹 『現代の戦争報道』[岩 波新書

(新赤版)881]岩 波 書店,2004年,64～70ペ ー ジ。

28)こ こでは次 を参照。BanepzHAxMeTLeBa,<<AionzcnecszMuroJloBaMM》 》:06pa3

qeqe田eBBpoccH益cRHxCMH,AneKcaHllpBepxoBcKvati(CocT.),Jff3btκ6pαgve∂bd

npomu605ugecmθ α,M.:H帥opMa㎎oH且o-aHa∬HT四ecR曲 耳eHTp《 〈CoBa>>,2004r.;H.

3.AxMaAoB,τleqeHcR2[丘BollpocBcoBpeMeHI{ohJIIITepaTypemcpe几cTBaxMaccoBoh

HHΦopMa取 【va,X.H.H6parHMoB;B.A.T正 皿[KoB(oTB.pe几.);VaHcTvaTYT3THoJIorHHva
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aHTpononorvavaIIM.H.H.MvaKnyxo-MaKnaflKoMnneKcHLitiHVaVaPAH,r.rpo3Hblti,

ileyeκcκ αflPecny6nuκ αuvelfeuabt:ucmopufluco6epJvteHHocmb' .neαrnepuαnbL

BcepoccuttcrcotiκayztHo撹 κoκφepe鴫 協.Mocκ6α,19-20αnpenfl2005eo∂ α,M.:

HayKa,2006;M.M.H6pamMoB,H.3.XaTyeB,OcBe皿eHneqeqeTcRotiTeMaTvaRvaB

poccvaticRzx3neKTpoHHLIxCMVa,TaMoice;ア ン ド レ イ ・バ ビ ー ツ キ …-b「戦 争 の 脅 威 は

北 コ ー カ サ ス 全 体 に 広 が りつ つ あ る 」 『世 界 』2006年1月 号 。

29)DmitriV.TreninandAlekseiV.Malashenko;withAnatolLirven,Russia'sRestless

Frontier'theChechnyaFactorin1)ost-SovietRussia,CarnegieEndowmentfor

InternationalPeace,Washington,D.C.,2004,p.63.

30)Ibid.p.71.イ ス ラ ム 報 道 の 問 題 性 に つ い て は,板 垣 雄 三 『イ ス ラ ー ム 誤 認:衝 突 か ら対

話 へ 』 岩 波 書 店,2003年,を 参 照 。

31)「 モ ス ク ワ 人 か ら 見 た2001年9月11日 」 と 題 し て 「ロ ミ ー ル 」 が2002年9月,18歳

以 上 の モ ス ク ワ 市 民500人 を 対 象 に 実 施 し た 面 接 調 査 結 果[http://www.romir.ru/

socpolit/actual/09 _2002/september-11上tm](2002.09.21.)。

32)さ ら に ロ シ ア はNATOと の テ ロ 対 策 協 力 体 制 を 確 立 す べ く行 動 を 起 こ し た 。10月 初 め

に プ ー チ ン はNATO本 部 を 訪 れ,国 際 テ ロ リ ズ ム と い う 共 通 の 敵 に 対 し て ロ シ ア と

NATOの 協 力 関 係 の 強 化 が 不 可 欠 で あ る と 述 べ て い る 。 拙 稿 「『第 二 次 チ ェ チ ェ ン 戦 争 』

に お け る テ ロ リ ズ ム 」 『ソ シ オ ロ ジ カ 』(創 価 大学 社 会 学 会)第28巻 第2号,2004年,

92～94ペ ー ジ 。

33)注24,参 照 。

34)こ の 研 究 は ロ シ ア に お け る4つ のNGO(情 報 一 研 究 セ ンター 「パ ノ ラマ 」,モ ス ク ワ ・ヘ ル シ

ンキ グル ー プ,民 主 主 義 ・人 権 発展 セ ンター,グ ラ ス ノス チ擁 護 基 金)に よ る プ ロ ジ ェ ク ト 「ロ

シ ア の マ ス メ デ ィ ア に お け る 敵 意 言 語:モ ニ タ リ ン グ 及 び 社 会 的 行 動 」 の2001年9月

か ら2002年8月 に か け て の 成 果 で あ る 。 マ ス メ デ ィ ア の モ ニ タ リ ン グ 期 間 は2001年

10月1日 か ら2002年5月2日 ま で の お よ そ7ヶ 月 間 で あ る 。 調 査 対 象 は,連 邦 レ ベ ル

で は 連 邦 日刊 紙10紙(ld3BecTiifl;KoMcoMonbcKaHnpaBaa;RpacHafi3Be311a;MocKoBcRvati

RoMcoMonell;He3aBvacvaMaflra3eTa;HoBbieVa3BecT■ 【a;PocczticRafira3eTa;CoBeTcKaflPoccvafi;

Tpyn;KoMMepcaHT)。 連 邦 週 刊 紙5紙(ApryMeHTHHΦaRTH;Bepc"fl;JlvaTepaTypHaflra3eTa;

Meran・nvac一 θKcnpecc;P・ccif・)。 ウ ェ ブ サ イ ト5件(CTpaHa.Py;yTpa.Py;刀HH.Py;CMH.Py;

AnH.Py)で あ る 。 地 方 レ ベ ル で は 以 下 の5地 方 と そ の 調 査 対 象 が 選 択 さ れ て い る 。 ケ

メ ロ ボ 州(シ ベ リ ァ連 邦 管 区)で は 地 方 日刊 紙3紙 地 方 週 刊 紙5紙 。 ク ラ ス ノ ダ ー ル 辺

区(南 連 邦 管 区)で は 地 方 日刊 紙4紙 地 方 週 刊 紙4紙 。 ペ ル ミ州(沿 ボ ル ガ連 邦 管 区)で

は 地 方 日刊 紙1紙 地 方 週 刊 紙6紙 。 リ ャ ザ ン州(中 央 連邦 管 区)で は 地 方 日刊 紙3紙 地

方 週 刊 紙4紙 。 サ ン ク トペ テ ル ブ ル ク 市(北 西 連 邦 管 区)で は 地 方 日刊 紙4紙 地 方 週 刊

紙2紙 。 こ れ ら新 聞 ・ウ ェ ブ サ イ ト上 で は545件 の 憎 悪 報 道 が 観 察 さ れ て お り,そ れ ら

を 対 象 や 種 類 ご と に 分 析 し て い る 。(CocT.)A.M.BepxoBcKvati,fl3btκ 」vaOti_llpo6πeMα

∂mκuttecrcottupenueuo3κo覚HemepnuMocrnu6pocc磁cκ 礁CMif,M.:POO<<耳eHTp

"IlaHopaMa"》 〉
,2002,c.4-48.

35)モ ス ク ワ 劇 場 占 拠 事 件 に つ い て,「 全 ロ シ ア 世 論 調 査 セ ン タ ー 」 が2002年10月30・31
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の 両 日,モ ス ク ワ 市 民500人 を 対 象 に 実 施 し た 電 話 調 査 の 結 果[http://www.wciom.

ru/vciom/new/press/021101_moscow.htm](2003.04.19.)。

36)拙 稿 「現 代 ロ シ ア の ナ シ ョ ナ ル ・ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 『第 二 次 チ ェ チ ェ ン戦 争 』」149

ペ ー ジ 。

37)注28,参 照 。

38)こ れ は 前 節 で 参 照 し た プ ロ ジ ェ ク ト 「ロ シ ア の マ ス メ デ ィ ア に お け る 敵 意 言 語:モ ニ タ

リ ン グ 及 び 社 会 的 行 動 」 の 続 編 で あ る 。 モ ニ タ リ ン グ の 期 間 は2002年10月24日 か ら

2003年2月23日 ま で の4ヶ 月 間 で あ る 。調 査 対 象 は 連 邦 レ ベ ル に 限 定 さ れ て い る 。連 邦

日刊 紙8紙(Va3BecTzfl;KoMcoMonLcRaflnpaBAa;MocKoBcRztiKoMcoMonell;He3aBMcvaMaHra3e

Ta;HoBL・eVa3BecTvaH;C・BeTcKaHP・cczf・;K・MMepcaHT,P・ccia),連 邦 週 刊 紙2紙(ApryMeHTL・

zlpaKTb・;Meran・nMc一 θKcnpecc),毎 日 の 連 邦 テ レ ビ 番 組4本(25-tigac[TBIIj;rleTp・BKa,38

[TBH];BpeMfi[OPT];OAHaKo[OPT]),毎 週 の 連 邦 テ レ ビ 番 組6本(」[pyroeBpeMf・[OPT];

BpeMeHa[OPT];BecTHHeAeJlz[PTP];3epKaエ 【o[PTP];PyccKH茸goM餌ocKoBH∬];CBo60几acJIoB

[HTB])と な っ て い る 。 こ こ で は 観 察 さ れ た804件 の 憎 悪 表 現 を 分 析 し て い る 。 こ の 調 査

報 告 書 は 書 籍 と し て 出 版 さ れ て お ら ず,情 報 一 分 析 セ ン タ ー 「ソ ー バ 」 の ウ ェ ブ サ イ

トか ら入 手 で き る 。KceHoOOo6zffBpocczPtcKzxCMHMoHmopllHr.IlpoMeDKyToqHbiti

MoHHTopH且rH3LIRaBpaoKllsl.240KTa6P∬2002-23abeBpaJ.【H2003.H正 【ΦopMa取 【oHHo-

aHaJI2【T四ecRH益 耳田Tp``COBA"[http://sova-center.ru](2009.10.28.).

39)拙 稿 「2003年 ロ シ ア 下 院 選 に お け る 国 家 的 理 念 一 躍 進3党 の 選 挙 綱 領 か ら一 」 『通 信 教

育 部 論 集 』 第8号,2005年,138～140ペ ー ジ 。

40)こ の 研 究 は,こ れ ま で 参 照 し て き て い る プ ロ ジ ェ ク ト 「ロ シ ア の マ ス メ デ ィ ア に お け

る 敵 意 言 語:モ ニ タ リ ン グ 及 び 社 会 的 行 動 」 の 続 編 で あ る 。 モ ニ タ リ ン グ の 期 間 は

2003年9月 か ら2003年12月 ま で の4ヶ 月 間 で あ る 。 調 査 対 象 は 連 邦 レ ベ ル と 地 方 レ

ベ ル に 及 ん で い る 。 連 邦 レ ベ ル で は 連 邦 日刊 紙8紙(H3BecTvaH;OICva3HL;KoMcoM・nbMKaH

IIpaBJIa;MocKoBcRzthKoMcoMonell;He3aBzcvaMafira3eTa;HoBEIeH3BecTKfi;CoBeTcRaflPoccvaH;

PocciH),連 邦 週 刊 紙2紙(ApryMeHTblKcoaKTIil;JlvaTepaTypHaHra3eTa)を 対 象 と す る 。 地

方 レ ベ ル で は 以 下 の5地 方 に そ れ ぞ れ5地 方 紙 が 調 査 対 象 と し て 選 択 さ れ て い る 。 ク

ラ ス ノ ダ ー ル 辺 区(南 連 邦 管 区),リ ャ ザ ン 州(中 央 連 邦管 区),ペ ル ミ州(沿 ボ ル ガ連 邦 管

区),イ ル ク ー ツ ク 州(シ ベ リ ア連 邦 管 区),サ ン ク トペ テ ル ブ ル ク 市(北 西 連 邦 管 区)。 こ

こ で は,観 察 さ れ た870件 の 憎 悪 報 道 を 分 析 し て い る 。 こ の 調 査 報 告 書 は 書 籍 と し て

出 版 さ れ て お ら ず,情 報 一 分 析 セ ン タ ー 「ソ ー バ 」 の ウ ェ ブ サ イ トか ら 入 手 で き る 。

ranMHaKoolceBHvaRoBa(Hoπ.peA.A.BepxoBcRH首),513blRBpaoicAbiBnpel[BLI60pHoti

arvaTallMllvaBHeee.MoHvaTopvaHrfipeccLI:ceETa6pL2003-MapT2004r.,

HHφopMa耳HoHRo-a且aJIIITvaqecKzti耳eHTp"COBA"[http://sova-center.ru](2009.10.

26.)MOCKBa,2004r.

41)「 学 校 占 拠 事 件 を 計 画 し た の は だ れ か 」 に つ い て 「世 論 基 金 」 が2004年9月ll・12日

の 両 日,ロ シ ア 全 土44地 域100居 住 地 点 で1500人 を 対 象 に 実 施 し た 面 接 調 査 結 果 。

モ ス ク ワ 市 住 民600人 に も 追 加 調 査 を 実 施 し た[http://bd.fom.ru/report/map/

projects/dominant/domO437/domtO437/domtO437_1/dO43709](2004.09.1&)。
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42)拙 稿 「現 代 ロ シ ア の ナ シ ョ ナ ル ・ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 『第 二 次 チ ェ チ ェ ン 戦 争 』」149

～150ペ ー ジ 。

43)「 人 質 奪 取 事 件 に 際 して の プ ー チ ン の 行 動 を ど う 評 価 す る か 」 に つ い て 「世 論 基 金 」 が

2004年9月11・12日,ロ シ ア 全 土44地 域100居 住 地 点 で1500人 を 対 象 に 実 施 し た 面

接 調 査 結 果 。モ ス ク ワ 市 住 民600人 に も追 加 調 査 を 実 施 した[http://bd.fbm.ru/report/

map/projects/dominant/domO437/domtO437/domtO437 _2/dO43710](2004.09.23。)。

44)こ の 研 究 は,こ れ ま で 参 照 し て き て い る プ ロ ジ ェ ク ト 「ロ シ ア の マ ス メ デ ィ ア に お け

る 敵 意 言 語:モ ニ タ リ ン グ 及 び 社 会 的 行 動 」 の 続 編 で あ る 。 モ ニ タ リ ン グ の 期 間 は

2004年9月4日 か ら2004年10月16日 ま で の お よ そ1ヵ 月 半 で あ る 。 調 査 対 象 が 前 回

と は や や 異 な り,連 邦 レ ベ ル に 限 定 し て い る 。 連 邦 日 刊 紙7紙(H3BeCTMH;

RoMcoMoJlbcKaanpaBna;MocKoBcKz孟RoMcoMoJIe耳;He3aBzczMaflra3eTa;HoBsieH3BecTH∬;

CoBeTcRafiPoccvaH;KoMMepca且T[E,),連 邦 週 刊 紙3紙(ApryMeHTb・valPaKTbl;MeranonMc一

θKcHpecc;Pocci∬),毎 日 の 連 邦 テ レ ビ番 組4本(25-tiqac[TBI[[];HeTpoBKa,38[TB切;BpeMfl

[OPT];OnHaKo[OPT]),毎 週 の 連 邦 テ レ ビ 番 組4本(BpeMeHa[OPT];BecTvaHeAenva[PTP];

3epRano[PTP】;PyccKvatiB3rJ・svl[MocKoBMH】)を 対 象 と す る 。 こ こ で は,観 察 さ れ た214件

の 憎 悪 報 道 を 分 析 し て い る 。 こ の 調 査 報 告 書 は 書 籍 と し て 出 版 さ れ て お らず,情 報 一

分 析 セ ン タ ー 「ソ ー バ 」 の ウ ェ ブ サ イ ト か ら 入 手 で き る 。1"aJivaHaKOOKeBHvaROBa,

fl3blRBpaoKAslBCMHllocneBec■aHa:novacKBparl■MoTBeTcTBeHHocTL

oKyPHanHcToB,H且 ΦopMa取[o且Ho-aHaJIHTHqecRH益 耳eHTp"COBA"[http:〃sova.center.

ru](2009.10.28.)MocKBa,2004r.

45)こ の 研 究 は,こ れ ま で 参 照 し て き て い る プ ロ ジ ェ ク ト 「ロ シ ア の マ ス メ デ ィ ア に お け

る 敵 意 言 語:モ ニ タ リ ン グ 及 び 社 会 的 行 動 」 の 続 編 で あ る 。 モ ニ タ リ ン グ の 期 間 は

2005年9月1日 か ら2005年10月31日 ま で の2ヵ 月 間 で あ る 。 調 査 対 象 は 連 邦 レベ ル

に 限 定 し て い る 。 連 邦 日 刊 紙8紙(Va3BecTlifi;KoMcoMonbcKaff・ ・paBna;MocKoBcRMrt

RoMcoMoπe耳;He3aBvacvaMafira3eTa;HoBLieH3BecTHH;CoBeTcRa∬PoccHa;ra3eTa;OICva3Hb),連

邦 週 刊 紙3紙(ApryMeHTHHΦaKTH;Poccifl;JlmepaTypHagra3eTa),毎 日 の 連 邦 テ レ ビ 番

組3本(25-rkqac[TBR];neTp・BKa,38[TBH];O[HaKo[OPT]),毎 週 の 連 邦 テ レ ビ 番 組5本

(BpeMHBBocKpeceHbe[OPT];BecTvaHeAe」 【va[PTP];nocTcKpvanTyM[TB〕[q;PyccRvaliB3rJ【HJI

[M・cK・BvaH];MaRc・ ・MyM[HTB])を 対 象 と す る 。 こ こ で は,観 察 さ れ た193件 の 憎 悪 報 道

を 分 析 し て い る 。 こ の 調 査 報 告 書 は 書 籍 と し て 出 版 さ れ て お ら ず,情 報 一 分 析 セ ン タ

ー 「ソ ー バ 」 の ウ ェ ブ サ イ トか ら 入 手 で き る
。1"anMHaKooKeBHvaKoBa(nog.peg.A.

BepxoBcKvart),H3LIRBpaoKAHqepe3roplnoc」 【eBec」 【aHa,HRΦopMa耳Ho且Ho-

aHanvaTva・iecRmbileHTp"COBA"[http:〃sova-center.ru](2009.10.28.)MocKBa,2005r.

46)例 え ば,BHqecJiaBJIvaxa・ieB,H3LIRBpaoKALiBo皿03zllHoHHblxlloJlvaTvaqeCKvax

r【epvaoJI]■rlecKHxH3几aHH5【x,BepxoBcKvati,.ff3beκMott...;rax【vaHaKoBanbcRaf【,H3HK

BpaoicALiBPs3aE【z:oTgeTuoMaTepvaa∬aMKoMaHAzpoBKMBropoAPfl3aHL2-5valoHH

2002r.,TaMOKe.
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